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ートすること、2 )障がいを受け入れて生活すること、3 )きょうだいを含め子どもの発 
達に関与すること、4 )訪問看護を十分に利用すること、5 )父親として社会貢献するこ 
と、と考えていることが分かった。在宅ケアにおける父親の役割を重要視し、苦悩や 
楽しみを共有するなど父親のサボートをすることが必要であると示唆された。
(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察♦総括の順に記載すること。 （1 ,2 0 0字程度) 
2 .※印の欄には記入しないこと。
